
ふるさと岩木を愛し、 

夢の実現に向かってたくましく生きる子 

＜義務教育９年間でめざす子ども像＞ 

 

森校長からの津中生へのメッセージは「森校長からの手紙」で検索 

 

 

 

 

 

３学期始業式校長講話 

 

先日「人間は賢くなったのか？」という記事を読みました。ノーベル物理学賞

を受賞した、現在 100 歳の江崎玲於奈さんへのインタビューです。  

 もし私が「人間は賢くなってきているのか」と問われたら、すぐには「はい」

と答えられないかもしれません。人類は、二度の世界大戦で何千万人も人々が亡

くなって、「もう二度と戦争は起こさない」と学んだはずなのに、今も世界各地

で武力衝突は続いています。  

 また、東日本大震災では原子力発電所が制御不能となり、今も人が住めない地

域があります。ふるさとに帰ることができない人たちがいます。にもかかわらず、

データをごまかしてまで再稼働を進めようとする動きもあります。科学技術の進

歩によって、私たちの生活はかつてないほど便利になりました。しかし、「人類

は本当に賢くなったのか」と問われると、即答できない自分がいます。「もう少

し賢くなってもいいのに」と思ってしまうことさえあります。  

 江崎さんは、その質問に「賢くなったと思います」と即答しています。「生活

を良くするために、科学技術が果たした役割は非常に大きい」と語っています。

100 歳の学者の視点です。一つ一つのニュースや出来事だけを見ると、人間はな

かなか進歩しないように思えるかもしれません。しかし、江崎さんのように少し

離れた位置から人類の歩み全体を眺めると、確実に人間は賢くなってきたと言え

ます。寿命は延びています。食糧が増産され、飢えている人、栄養失調の人が減

り、劇的に改善されています。かつては夢のようだったことが、今では当たり前

にできるようになっていることがたくさんあります。確かに賢くなっています。 

  

質問を変えます。皆さん一人一人は賢くなったでしょうか。近くから自分自身

を見ると、同じ失敗を繰り返して先生や家の人に叱られたり、テストでミスをし

たりして、「自分は進歩していない」と感じることもあるかもしれません。しか

し、13，14、15 年生きてきて、自分の歩みを眺めてみてください。今の君たち

は、子どもの頃、小学校の頃では考えられないほど多くのことができるようにな

っています。君たちは確実に成長し、賢くなっています。自分の歩みを少し遠く

から眺めるように振り返ってみると、きっと自分を褒めたくなるはずです。  

３学期は、今年度の自分の成長を振り返る学期です。３年生にとっては、まさに勝負の学期で

もあります。１・２学期の経験や学びを生かし、令和７年度をしっかりと締めくくってください。 
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行事予定 学校評価アンケート結果 
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令和８年２月の予定 

1 日  

２ 月  

３ 火 全校朝会   

４ 水 １年朝会 ５時間授業  

５ 木 
私立高校一般入試 

２年実力テスト 

６ 金 ３年朝会 新入生説明会 １４：３０下校 

７ 土  

８ 日  

９ 月   

１０ 火 全校朝会  

１１ 水 建国記念の日 

１２ 木 
２年朝会  

私立合格発表 

１３ 金 ３年朝会 ５時間授業                             

14 土 テスト前部活動停止～１８日 

１５ 日  

１６ 月   

１７ 火 全校朝会 

１８ 水 
1年朝会スタディルーム 職員会議 

５時間授業                   

１９ 木 
３学期期末テスト（１，２年） 

ＰＴＡ実行委員会        

２０ 金 ３年朝会       

２１ 土                          

２２ 日  

２３ 月 天皇誕生日 

２４ 火 全校朝会   

２５ 水 学校運営協議会 １年朝会 

２６ 木 短縮 6時間授業  定例委員会   

２７ 金 修学旅行説明会（２年）  

２８ 土  

昨年度に比べて、全ての項目で「そう思う」が向上

しました。特に「３」の項目は昨年度比で２倍弱の

伸びです。一方、「５」の「ややそう思わない」が

昨年度より微増です。「授業と家庭学習のサイク

ル」が今後の課題となります。 

 


